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所属・役職 

北海道個人情報保護審査会委員
東日本電信電話㈱北海道事業部BI部
カスタマーリレーショングループ長
㈱HARP エグゼクティブアドバイザー

活動拠点 北海道、東北を中心に活動中。（講演等については全国にて実施） 

略歴 

昭和63年 日本電信電話㈱入社 

平成22年 ㈱HARP：留萌地域電算共同化基本計画、自治体クラウド開発 

実証（北海道）

平成23年 ㈱HARP：自治体クラウドモデル団体支援事業

平成24年 ㈱HARP：自治体クラウドモデル団体支援事業、北海道モデル 

標準作成

平成25年 ㈱HARP：道内自治体ICT-BCP策定支援、マイナンバー制度講演 

会実施

平成27年 室蘭市 IT 推進計画策定支援、秋田市基幹系システム最適化 

計画策定支援

平成30年 北見市ICT推進計画策定支援

令和1年 山形県自治体クラウド推進支援、栃木県自治体クラウド推進支援

令和2年　島根県業務改革委員会支援、根室市ICT施策検討支援

北海道個人情報保護審査会委員、中間標準レイアウト仕様の維持管理に 

関する検討委員会オブザーバ、

電子政府推進員、J-LIS自治体クラウド支援アドバイザー

地域情報化の 

専門分野・技術 

地域情報化全般（自治体クラウド導入を経験に標準化システム導入、 

BPR）、庁内DX化検討

ICTシステムの検討・評価支援、新技術（デジタルインフラ、次世代NW）

自治体向け 

メッセージ

自治体クラウドの導入の前提となる、業務の標準化、共同化、これに必要となるBPRの

きっかけづくりをしてきました。2025年の大変革に向けて、規模に関わらずデジタルガ

バメントを実現するために、その仕組みやそれを支える庁内DX導入を一緒に考えてい

きましょう。



地域情報化 

に関する実績 

これまでの経験業務・研究活動 

・㈱HARPにて北海道内共同アウトソーシング、自治体クラウドによる電子自治体の実

現を展開中。平成22年より北海道自治体クラウド開発実証を活用した、北海道内複数

ベンダによる行政システム提供を行う。また自治体クラウド導入の際の指針となる「北

海道モデル標準」を策定し、全道自治体の業務の標準化コンサルを中心に活動。平成

28年度からは北海道自治体情報セキュリティクラウドの設計、構築、運用業務も手掛け

る 

-自治体業務共同化（クラウド化）における基本構想、業務分析等の手法のアドバイス 

-上記実施のためのNW、設備検討・設計支援

-上記運用モデルの実例提供

・総務省地域 ICT マネージャーとして、室蘭市「IT 推進計画策定」支援、秋田市「基幹系

システム最適化計画策定」支援を実施。地域情報プラットフォーム、中間標準レイアウト

を活用した業務の効率化、標準化を中心とした効率化を含めた計画策定を支援。 

これまでに関与した地域情報化に関するプロジェクト 

・留萌地域電算共同化基本計画策定

・自治体クラウド開発実証（北海道）実施

・北海道モデル標準作成（北海道自治体クラウド加速化事業）

・次世代型電子行政サービス化調査研究事業実施（北海道庁）

・自治体クラウドモデル団体支援事業（深川市、留萌市、弟子屈町）

・自治体クラウドモデル団体支援事業（名寄市、士別市、今金町）

・ICT-BCP計画策定支援（北海道内）

・マイナンバー制度講演会、勉強会（全国）

・自治体職員向けセキュリティ研修（全国）

・PIA第3者点検支援（北海道内）

・特定個人情報第三者点検（北海道）

・情報化推進計画策定支援（地域ICTマネージャー）

・システム最適化計画策定支援（地域 ICT マネージャー）

関連ＵＲＬ 

HP: http://www.e-harp.jp 

FB: http://www.facebook.com/#!/shirai.yoshiaki 




